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 こんにちは。漢陽大学に留学させていただいている齊藤杏菜です。今月で留学生活が最後

になってしまうのでとても寂しい気持ちでいっぱいです。今月は期末テストや帰国準備も

ありましたがテストも 2 つしか無く、最後の月ということで旅行にもたくさん行ってきま

した。 

 

 国内旅行について 

 今月は最後の月だったので、国内旅行をたくさんしてきました。 

最初は釜山です。1泊 2日で行ってきました。私は 2年生の時に夏休みの短期プログラ

ムで釜山に 2週間の留学をしたことがありました。その時に出会った友達と、1年前福

井大学に交換留学生としてきていた釜山の友達に会いに行きました。 

 

特に、福井大学で出会った友達は、日本ではたまに韓国語を教えてもらうことはありま

したが、ずっと日本語で話していたので、今回韓国語で話すのが不思議な感じでした。 

 次に속초(ソクチョ)に 1 泊 2 日で行ってきました。ソクチョは韓国の右上にあると

ころで、おいしい海産物が有名なんだそうです。 

 

それぞれ、2 年ぶり・10 か月ぶり

と久々の再会でしたが、とても楽

しく過ごせました！ 

これは 1日目のお昼です。これらの魚を生きた

まま捌いてくれました。私たちの前に出てきた

ときもしばらく動いていました。この他にも、

매운탕（メウンタン）が出てきました。メウン

タンとは「辛い鍋」という意味のもので、写真

の魚の刺身を食べ終わった後、その魚の残った

ところを使って鍋にしてくれます。海鮮の出汁

が利いていてとても美味しかったです。 



 

 次に강릉（カンルン）に 1泊 2日で行ってきました。カンルンも韓国の右上にあると

ころです。ここはきれいな海がとても有名です。また、「トッケビ」というドラマの撮

影地でも有名な観光地です。 

  

 

 韓国は日本と比べて交通費が安いので、気軽に旅行に行けることが魅力です。釜山は

少し遠かったですが、バスに乗れば 3,000 円ちょっとで行けます。（4，5時間かかりま

すが…）他のソクチョやカンルンはバスで 3 時間ほど、片道約 1,500 円ほどで行けま

す。ソクチョやカンルンでの移動はほぼタクシーでしたが、タクシーも安く済むので心

配しないでも大丈夫です。バスで旅行に行くなら韓国で高速バスアプリがあるのでそ

れで予約するのが 1 番簡単です。（韓国でのクレジットカードが必要にはなりますが、

韓国で口座を作ってしまえば学生証がクレジットカードの役割を果たしてくれるので

それほど難しくないです。） 

 

これは2日目のお昼です。手前のものが물회

（ムルフェ）、奥のものがウニビビンバで

す。ムルフェは直訳すると水刺身なのです

が、冷たいスープの上に刺身が乗っかって

いるものです。半分食べたらそうめんを入

れて混ぜて食べます。どちらとも初めてで

したがとても美味しかったです。 

左の写真がドラマの撮影地となったとこ

ろです。その他にも、おしゃれなカフェ

がたくさんあったり、海が今までに見た

こと無いくらい綺麗だったりしてとても

楽しかったです。次に行く時はカンルン

の海で泳ぎたいなと思います。 



 帰国準備について 

 私は今期、学内の寮で生活していたので学内の寮での帰国準備について書きます。私

たちの寮ではチェックアウトをする月に前もってチェックアウトアプリケーションを

書きに行かなければなりません。ただ、それもいつどこに行けばいいかメールで来るの

でメールをしっかり確認していれば心配ないです。チェックアウトアプリケーション

と部屋の最終点検を行えば、あとは部屋をきちんと掃除して出ていくだけでいいです。

私は 1 年間の間に荷物がとても多くなってしまったので学内にある郵便局から実家に

荷物を送りました。あとは、大学の授業が終わるとすぐに寮を出なければいけないので、

退寮日から少し日にちを空けて帰国する人はホテルや、友達の家など、泊まる場所を確

保しなければいけません。 

 

 1 年間韓国で留学してみて、辛いことも楽しいこともたくさん経験しました。人間関係面

でも、元々人見知りなこともありますが、サークルなどで自分から話しかけられないことを、

言葉を言い訳にして正当化してしまった時期がありました。しかし、途中でこのままでは何

も成長しないと思い、もっとみんなと、先輩たちと話したい！ということをモチベーション

に、間違えてもいいから話すこと、集まりには積極的に参加することを心がけて生活しまし

た。そのおかげか、韓国語力も上がったし、話せる友達も増え、留学生活がより楽しくなり

ました。どの言語でも言えることですが、自分の殻を破るところまでが大変ですが、破って

しまえば思ったより周りは受け入れてくれます。 

 今回で月例報告書は最後になってしまいますが、これから韓国に、または漢陽大学に留学

したいと思っている方に少しでも参考になったら嬉しいです。ありがとうございました。 


